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 児童生徒が課題に意欲をもって
取り組めるように，めあてと見通
しをもたせましょう。 
 

 児童生徒がお互いの考えを交
流できるように，自分の考えを書
かせましょう。 
 

 児童生徒が学習をまとめること
ができるように，学習を振り返ら
せましょう。 
 

展開 指導の重点 指導のポイント 
 
〇 めあて（目標）は，「教材」「児童生徒の実 
 態」「指導事項」を踏まえて設定する。 
 
〇 見通しは，学習の流れや課題解決の方法等を 
 理解させる。 

１  
〇 自分の考えは，判断の根拠や理由を示しな 
 がら書かせる。 
 
 【根拠】自分の考えを支える客観的な事実。 
     例えば，文章や資料から自分の考え   
     を述べる上で必要な情報（具体例， 
               図表，データ等）を根拠として示す。  
 【理由】その根拠で自分の考えをもつように 
     なった理由。 
     例えば，自分の体験，読書経験，既 
     習内容などを基に理由を述べる。 

 １ 
 
 
〇 振り返りは，学習したことを振り返り，でき 
 たことや分かったことを実感させる。 
 
〇 まとめは，めあてと照らして行い，課題解決 
 の方法や学習内容をまとめさせる。 
 

１ 

本県の国語の授業の課題解決を目
指して作成しています。 



 授業の例（国語） 
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交
流 

・今日は、図表の役割や効果

について分かったぞ。レポー

トを書くときに使ってみよう。 

・こんな考えもあ
るのか。参考にし
よう。 

・この文を根拠に，
自分の考えと理由
を書いてみよう。 

・今日は，図表の
役割について学習
するんだな。 

・おもしろそうだ
な。どんな図表が
必要かな。 
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課題のポイントは？ 

•児童生徒の学ぶ意欲が喚起で
き，問題意識を持たせることが
できるように，内容や表現を工
夫する。 

交流のポイントは？ 

•目的や条件にそって話し合い
を行い，お互いの意見を整理し
て書き，共通点や相違点を比べ
やすくする。 

まとめのポイントは？ 

•本時に学習したことをめあて
と照らして振り返り，交流の内
容等を活用してまとめる。必要
に応じて，読書との関連を図る。 

解決方法のポイントは？ 

•解決の方法や使用する「学習
用語」を示す。必要な情報を読
み取る読み方，自分の考えの書
き方・話し方等がある。 

課題解決の方法や思考の過程，授
業の展開が見える板書をしましょう。 

図表（特徴） 
 
・円グラフ（全体に対す 
 る割合） 
 
 
 
・棒グラフ（量の違いの 
 比較） 
 
 
   
・折れ線グラフ（時間の 
 経過による変化） 
・レーダーチャート（各 
 要素のバランスが分か 
 る） 
・一覧表（情報が整理さ 
 れているので内容を捉 
 えやすい） 
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